
   

平成 27 年８月 12 日 

各  位 

東 京 都 渋 谷 区 恵 比 寿 一 丁 目 1 9 番 1 5 号 

株 式 会 社 オ ウ ケ イ ウ ェ イ ヴ 

代 表 取 締 役 社 長  兼  元  謙  任 

   ( コ ー ド 番 号 ： 3 8 0 8  名 証 セ ン ト レ ッ ク ス ) 

 問 い 合 わ せ 先     取 締 役 経 営 管 理 本 部 長   野  崎  正  徳 

電 話 番 号      ０ ３ － ５ ７ ９ ３ － １ １ ９ ５ 

 

繰延税金資産及び特別損失の計上とこれに伴う通期業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 
当社は、平成 27 年１月 23 日に公表した平成 27 年６月期（平成 26 年７月１日～平成 27 年６月 30 日）

通期業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします 

 
記 

 

１．連結業績予想と実績値の差異 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（A）

百万円

2,800
百万円

20
百万円

40
百万円 

10 
円 銭

1 15
実績値（B） 2,737 13 47 21 2 45
増減額（B－A） △62 △6 7 11 
増減率（%） △2.2 △31.4 19.0 112.8 
（ご参考）前期実績 3,241 △349 △344 △410 △47 54

 

２．差異が生じた理由 

当社は平成 27年１月 23日に通期業績予想の修正を行い、繰延税金資産の取崩しを行いましたが、

次期の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、業績向上

によって将来に渡り課税所得の発生が見込まれるとして、繰延税金資産を25百万円計上いたします。

この結果、法人税等調整額考慮後の税金費用が減少し、下記３.の特別損失を計上してもなお、当期

純利益が予想を上回ることとなりました。 

 

３．特別損失の計上 

 当社が保有するサーバー等の固定資産につきまして、収益性の低下がみられた設備について、「固

定資産の減損損失に係る会計基準」に基づき検討した結果、減損損失 16 百万円を特別損失として計

上いたします。 
 

以 上 


